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０１ 計画の策定に当たって

計画策定の背景

デジタル化を軸とした
・質の高い行政サービスの構築
・業務改革による問題解決
・市民の利便性向上

デジタル化による社会の変革
新たな価値の創造

デジタル技術の
進歩への対応

新型コロナウイルス
感染拡大

新しい生活様式

働き方改革
少子高齢化

労働人口の減少

社会全体の様々な課題

（デジタル・トランスフォーメーション）

計画の位置付け

新座市ＤＸ推進計画
令和４年度～令和７年度

新座市総合計画

整合・推進

※ 令和４年度は、「市政運営の基本方針」に基づき、推進

基本方針、連携体制等
の明確化

ＤＸの
強力な推進

全庁での共通認識
ＤＸの取組を

総合的かつ効果的に実施

新座市ＤＸ推進計画
策定

新座市ＤＸ推進計画
アクションプラン
令和５年度～令和７年度

後継

第５次新座市情報化推進計画
平成２８年度～令和２年度

第５次新座市情報化推進計画
実施計画

平成２８年度～令和２年度

反映

総務省自治体ＤＸ推進計画

デジタル社会の実現に向けた重点計画

デジタル手続法

官民データ活用推進基本法

デジタル改革関連法

埼玉県デジタルトランスフォーメーション推進計画

計画策定の意義



０２ ビジョン

計画の位置付け
ＤＸの推進により

誰もが便利で生活の豊かさを実感できるまち 新座

市民は、いつでも、どこでも、行政手続を行うことが可能となり、かつ、来庁する必要がなくなります。

先進技術で定型的な業務を自動化し、職員は企画・相談業務等に注力し、市民サービスを向上します。

情報セキュリティ対策を徹底し、市民が安全・安心に利用できるデジタル市役所をつくります。

紙で保有する市の情報を含めてデジタル化し、情報を適切に活用した政策立案を行います。
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０３ 基本方針とＤＸ推進に向けた取組

暮らしの
ＤＸ

基本方針１

行政手続のオンライン化

マイナンバーカードの普及促進と新たな活用の検討

デジタル・デバイド対策の推進

オープンデータの推進

キャッシュレス決済の推進

地域社会のデジタル化

１

３

４

２

５

テレワークの推進

１ 情報システムの標準化・共通化

ＡＩ・ＲＰＡの利用促進

ＢＰＲの取組の推進

セキュリティ対策の徹底

デジタル技術活用人材の確保・育成

オンライン会議の推進

ペーパーレス化の推進

行政の
ＤＸ

基本方針２

※ 上記取組の詳細及び上記以外の各所管の
個別の取組は、アクションプランに登載



０４ 推進体制と進捗管理

推進体制

Ｐｌａｎ Ｄｏ

CheckAction

ＤＸ推進計画アクションプラン策定

・ 各課実施事業の進捗把握

必要に応じた見直しを実施

進捗管理

計画期間

令和４年（２０２２年）９月

令和８年（２０２６年）３月

・第５次新座市総合計画との関連付け
・予算化した事業の計画への反映 など


